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注意事項

１ ． 試験開始の合図があるまで, 試験問題の内容を見てはいけません。
２ ． 問題は２ 問とも解答してください。
３ ． 解答用紙は,  １ 問にっき１ 枚（表のみ） 使用してください。
４ , 受験番号, 氏名を解答用紙の指定された欄に２ 枚とも必ず記入してく

ださい。
５ ． この試験の解答時間は, 「始め。 」 の合図があってから一 分です。 
６ ． 試験が終わるまで退出できません。
７ ． 「やめ。」の合図があったら, 直ちにやめてください。
８ ． 下書きには, 問題冊子の余白を使用してください。
９ ． 試験終了後, 問題冊子を必ず持ち帰ってください。  



間１   平成２０年３ 月に告示された「小学校学習指導要領」「第２ 章  第１ 節  国語」の「Ｃ  読むこ
と」では, 第５ 学年及び第６ 学年の指導事項として, 「ア   自分の思いや考えが伝わるように音読や
朗読をすること。 」が示されているが, 指導を行う際の留意点や工夫について, ６００ 字以内で述べなさ
い。（５４０ 字を下回らないこと。 また解答細への記述に際し, 段落を設ける必要はない。）ただし, 「系
統性」 「音読と朗読の違い」及び「具体的な言語活動」の３ 点については必ず言及i ：ること。 

間２   平成２０ 年３ 月に告示された「小学校学習指導要領」「第２ 革  第１ 節  国語」〔第３ 学年及び
第４ 学年〕 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 「（２１ 書写に関する次の事項について指導す
る。」の「ウ  点画の極類を理解するとともに, 毛维を使用して筆圧などに注意して書くこと。」につ
いて, 授業づくりのポイントを６００ 字以内で述べなさい（５４０ 字を下回らないこと。 また解答相１への
記述に際し, 段落を設ける必要はない）。 ただし, 「毛部理の取扱いの位置づけ （硬每포との関係） 」, 「点画
の種類と 筆一圧との関連」, 「具体的な単元や課題例」 の３ 点については必ず言及すること 。 


